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ご寄附に対する税制上の優遇措置について

所得控除

　「北海道教育大学基金」へのご寄附については、所得税法上の

寄附金控除対象となる指定寄附金（所得税法第７８条第２項第

２号）として財務大臣から指定されております。ご寄附いただい

た寄附金は次のとおり所得から控除され、税法上の優遇措置を

受けることができます。

　寄附金額が２，０００円を超える場合、その超えた金額が当該

年の所得から控除されます。ただし、寄附金の額が総所得金額の

４０％を上回る場合は、４０％が控除の限度額となります。

　「北海道教育大学基金」へのご寄附については、法人税法上の

全額損金算入が認められる寄附金（法人税法第３７条第３項第

２号）として財務大臣から指定されております。ご寄附いただい

た寄附金は、法人の所得から控除でき、税法上の優遇措置を受け

ることができます。

個人住民税の軽減

　所得税で寄附金控除の対象となる寄附金のうち、都道府県・市

区町村の条例で本学が「寄附金税額控除対象法人等」として指定

されている場合、個人住民税が軽減されます。

※上記優遇措置を受けるための手続き等について

　確定申告期間に、本学が発行した寄附金の「領収書」を添えて所轄の税務署

に申告してください。この場合、住民税の申告は不要です。

　なお、所得税の確定申告をしないで、住民税の寄附金控除だけを受けようと

する場合は、住所地の市区町村に寄附金の「領収書」を添えて申告してくださ

い。この場合、所得税の控除は受けられません。その他詳しくは、本学が発行す

る寄附金領収書にも記載しております。

※本学を「寄附金税額控除対象法人等」として指定している

　地方自治体について

　都道府県 … 北海道

　市区町村 … 札幌市、函館市、北斗市、岩見沢市、

　　　　　　  旭川市、釧路市　ほか

　最新の指定状況は各自治体にお問い合わせください。

個人からのご寄附

法人からのご寄附



「地域協働・国際化推進事業」の概要 寄附のお申込み方法

北海道教育大学基金について

北海道教育大学函館校
「地域協働・国際化推進事業」へのご寄附のお願い

※寄附の口数については、特に定めておりません。

　また、１口未満のご寄附でもかまいません。

　函館校地域協働・国際化推進事業は、北海道教育大学基金の７

つの事業のうち「その他基金の目的達成に必要な事業」として実

施します。

　７つの事業は以下のとおりで、本学の学生に対する支援及び

教育研究環境の整備・充実等を図ることにより、一層の教育研究

活動の推進に資することを目的としています。

　①育英事業、②表彰事業、③修学支援事業、

　④研究プロジェクト、公開講座等開催の支援事業、

　⑤修学環境整備事業、⑥課外活動支援事業、

　⑦その他基金の目的達成に必要な事業

個人の方　　１口　　２，０００円

法人の方　　１口　１０，０００円

　寄附金は、本学指定の「払込取扱票（振込通知書）」の裏面を参照し、次

の点にご留意の上、下記の金融機関にお振込み願います。

１．郵便局の窓口から振込手続をされる場合は、振込手数料を受取人（北海

　　道教育大学）が負担いたします。

２．北洋銀行本支店の窓口から振込手続をされる場合は、振込手数料を受取

　　人（北海道教育大学）が負担いたします。

３．上記以外の金融機関から振込手続をされる場合は、窓口で振込手数料を

　　請求されることとなりますので、おそれ入りますが振込手数料をご負担

　　いただくか、手数料相当額を控除した額でお振込みいただくようお願い

　　いたします。

４．お振込みの際は、現金自動預金支払機（ＡＴＭ）の利用はご遠慮願います。

　　お手数ですが、本学指定の「払込取扱票（振込通知書）」を利用して、

　　金融機関の窓口でお振込の手続きをお願いいたします。

５．振込先金融機関及び口座名

　　①郵便振替をご利用の場合

　　　口座名　　北海道教育大学基金

　　　口座番号　０２７７０－５－６４６４３

　　②銀行振込をご利用の場合

　　　銀行名　　北洋銀行あいの里支店

　　　口座名　　北海道教育大学基金

　　　口座番号　普通預金　０２９６５５９ 

　函館校国際地域学科は、国際的な視野と教育マインドを持ち、豊

かなコミュニケーション能力を発揮しながら、地域を活性化でき

る人材を養成します。

　また、地域の皆様と連携し、地域課題の解決に取り組み、函館・道

南地域の活性化のために尽力しますので、皆様のご理解・ご協力を

お願いいたします。

　以下のような事業を、函館・道南地域との協働により推進します。

　以下のような事業を推進します。

　大正３年（１９１４）４月北海道函館

師範学校として創立された函館校は、戦

後の北海道学芸大学への統合と昇格、平

成１６年（２００４）の国立大学法人化

等幾多の変遷を経て、創立百周年に当た

る平成２６年（２０１４）４月、従来の人

間地域科学課程を改編して国際地域学

科を設置、発足させました。人間地域科

学課程においても国際性と地域性は人

地域協働事業の推進

国際化事業の推進

北海道教育大学函館校 
キャンパス長 後藤 泰宏

学生による江差町まちあるきツアー（ＳＣ事業） 一般市民も参加した地域プロジェクト成果発表会

材養成の大きな柱でしたが、その両者を一層確固たるものとし、ま

た長らく培って来た教員養成の伝統を生かして、教育的なマイン

ドを持ち、地域の振興、活性化に寄与することが出来る人材を養成

することを目指した改編であり、函館校はそれによって、従来にも

増して地域と社会に貢献することを目指しています。具体的には、

たとえば語学力を鍛えるために外国語の科目を増強し、国際性を

身に付けるための海外体験型授業、学生が主体的に地域の課題を

探り改善策を考え、提案し、実行する、地域プロジェクト科目を新

設するなどして、上記の目的を達成しようとしています。

　一方で、国から交付される運営費交付金は毎年減額され、このま

までは従来通りの大学運営すら困難になりつつあります。そこで

函館校は上記の目的を達成するために、この度広くご寄附をお願

いすることといたしました。

　既に函館校には平成元年（１９８９）に募金を始め、多くの皆様

のご理解とご協力を得て所期の目標額を達成し、同５年から運用

を始めた「函館校国際交流基金」があり、これまで有効に活用させ

ていただきました。しかし近年の低金利化の進行により、運用利息

だけでは各種事業を実施することが極めて困難な状態になって参

りましたので、平成２７年度からは元本を取り崩してこれらの事

業を実施することを決定しました。その結果、１０数年後には元本

が枯渇するおそれが出ております。そこで今回お願いする寄附金

は、短期間に多額のご寄附をお願いするのではなく、額は少なくて

も毎年継続してご寄附いただけるようお願いすることといたしま

した。

　関係者の皆様におかれましては、上記のような諸事情にご理解を

賜り、是非ともご協力くださるよう、伏してお願い申し上げます。

■ ソーシャルクリニック（ＳＣ）事業

　地域課題の解決を地域とともに目指すことを目的にＳＣを設置

しました。ＳＣでは本学の知的資源を活用しながら、地域課題を診

断し、その解決に向けた処方箋を描きます。

お申込み方法

寄附金の単位

■ 地域プロジェクト

　地域の学校、企業、地方公共団体等の協力を得て学生が地域課題

の解決を探る授業を実施しています。

■ 海外体験型授業（海外スタディーツアーほか）
■ 海外派遣留学　■ 海外日本語教育インターンシップ
■ 函館英語プレゼンテーションコンテスト
■ 函館校英語ミュージカル

国際連合への訪問（海外スタディーツアー） 留学先での現地小学校への訪問（海外派遣留学）


